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No.9 市町村合併
「せ
ひ
、
重
信
町
と
!
』

合
併
協
議
へ
の

検
討
方
針
決
定
H

「
市
町
村
合
併
」
の
言
葉
が
最

近
で
は
、
頻
繁
に
新
聞

等
で
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
総

務
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
十

三
年
十
二
月
末
現
在
で
、
法
定
協

議
会
が
三
十
四

(百
十
七
市
町

村
)
、
任
意
協
議
会
が
六
十
(
二

百
七
十

一
市
町
村

)、
研
究
会
等

そ
の
他
が
三
百
四
十

(千
六
百
三

十
八
市
町
村

)
設
置

(予
定
含
む
)

さ
れ
て
お
り
、
設
置
数
の
合
計
は
、

四
百
四
十

(
二千
二
十
六
市
町
村

)

に
な
り
ま
す

。

こ
れ
は
全
市
町
村

数
(
三
千
二
百
二
十
四
)
の
臼

・

9
%

に
相
当
し
、
全
国
的
に
市
町

村
合
併
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い

ま
す
。

川
内
町
も
昨
年
か
ら
研
究
会

等

を
設
置
し
、
住
民
懇
談
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
住
民
の
意
向
調
査

の
実
施
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た

が
、
い
よ
い
よ
将
来
の
ま
ち

手

つ
く

り

を
見
据
え

、

具
体
的
な
検
討

・

方
向
性
を
決
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
二
月
四
日

に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
の
合
併
検

討
特
別
委
員
会
や
議
員
協
議
会
で

協
議
の
末
、
重
信
町
と
の
合
併
協

議
を
進
め
る
方
針
が
決
定
し
、
大

西
町
長
も
同
意
見
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た

。

こ
れ
を
受
け
て
同
日
、
住
民
代

表
ら
三
十
五
人
が
参
加
す
る
将
来

構
想
研
究
会
で
も
重
信
町
と
の
合

併
協
議
を
進
め
る
方
針
が
賛
成
多

数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回

川
内
町
将
来
構
想
研
究
会

一
月

二
十
二
日

(火
)

第
二
回
川
内
町
将
来
構
想
研
究

会
が
、
一
月
二
十
二
日
、
川
内

町

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
会
で
は
、
ま
ず
、
市
町

村

合
併
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ

ー

ト

調
査
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
及
び

確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ

ー

ト
結
果
は
、
今

後
、
更
に
詳
し
く
分
析
を
行
い
、

住
民
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
貴
重
な

ご
意
見
と
し
て
、
今
後
の
合
併
の

枠
組
み
や
将
来
の
町
づ
く
り

を
検

討
し
て
い
く
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た

。

続
い
て
、
庁
内
の
川
内

町
合
併
研
究
委
員
も
一
緒

に
参
加
し
て

、

市
町
村
合

併
に
関
す
る
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修

会
は
、
県
の
市

町
村
合
併

推
進
施
策
の

一
つ
で
あ
る

市
町
村
合
併
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
制
度
を
活
用
し
た
も
の

[関係省庁の連携による支援策]

の快適な暮うしを支える社会基盤の整備(国土交通省)
ア.道路の整備 イ.交通の利便性確保のための

条件整備
エ.住環境の整備ウ.市街地の整備

オ.公園・緑地の整備

②豊かな生活環涜の整備(環境省・厚生労働省 ・ 総務省等)
ア . 廃棄物処理対策の推進 イ . 上水道の整備
ウ.下水道等の整備 エ . 消防 - 防災・国土保全の推進
オ.情報通信の整備 {地方行財政上の支援策の拡充]

①行政支援策
0合併協議会に係る住民発議制度の拡充及び住民

投票iltlJ度の導入(法案を国会提出中)
0支所・出張所の機能の拡充、地域審議会の活用

(法案を国会提出中)
0政令指定都市の指定の弾力化

③生涯にわたる保健・医療 ・ 福祉の充実(厚生労働省)
ア.介護保険への対応 イ.国民健康保険事業の安定的な

運営の推進
ウ.高齢者の社会参加の促進

②財政措置等による支援策
0税制上の特例措置 (法案を国会提出中)

O市町村合併推進体11)1J整備費補助金
0都道府県が行う合併支援事業に対する財政措置
O公営企業に係る財政措置

④次世代を担う教育の充実(文部科学雀)
教職員定数に関する激減緩和措置等

⑤新世紀に適応した産業の振興(農林水産省 ・ 経済産業省)
ア . 農林水産業の振興 イ.商工業の振興

広報かわうち
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⑤連携・交流による聞かれたまちづくり(農林水産省等)
将来構想、振興計画の策定等



で
、
県
の
職
員
を
講
師
と
し
て
招

い
て
、
市
町
村

合
併
を
取
り
巻
く

現
下
の
情
勢
や
動
向
並
び
に
国
や

県
の
合
併
支
援
施
策

(支
援

。

フ
ラ

ン
)
に
つ
い
て
の
勉
強
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
最
後
に
将
来
構
想
研
究

会
の
専
門
部
会
に
分
か
れ
て
意
見

交
換
会
が
行
わ
れ
、
合
併
を
想
定

し
た
場
合
の
市
町
村
建
設
計
四
策

定
に
関
わ
る
重
要
施
策
事
業
等
に

つ
い
て
、
庁
内
の
合
併
研
究
委
員

と
連
携
し
調
査
・
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た

。

第
三
回
・
第
四
国

松
山
地
方
局
市
町
村
合
併
検
討

協
議
会

D

部
会

(
松
山
・
北
条
・
重
信
・
川
内
・
中
島
)

一
月
九
日

(
水)

一
一月
六
日

(水
)

第
五
回

松
山
地
方
局
市
町
村
合
併
検
討

協
議
会

，

D
部
会
(
重
信
・
川
内
)

一
月

二
十
三
日

(水
)

現
在
、
D

部
会
及
び
〆
D

部
会

の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
県
の
支
援
事
業

の

一
環
で
あ
る
市
町
村

合
併
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
事
業

(
具
体
的
な

組
合
せ
に
よ
る
合
併
の
効
果
や
課

題
な
ど
の
調
査
研
究

)
と
し
て
、

各
自
治
体
ご
と
の
行
政

制
度
等
の

基
礎
調
査
デ
l

タ
を

収
集

・
比
較

す
る
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す

。

将
来
像
を
示
せ
る
資
料
で
、
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
せ
る
も
の

と
な
る
よ
う
、
早
急
に
ま
と
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す

。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
だ
け

で
も
か
な
り
の
デ

l

タ

量
と
、
内

容
の
差
異
が
見
ら
れ
ま
す
の
で

、

実
際
に
枠
組
み
が
決
ま

っ

て
事
務

事
業
の
す
り
合
わ
せ
を
行
う
こ
と

と
な

っ

た
場
令
は
、
限
ら
れ
た
期

間
内
に
か
な
り
の
時
間
と
労
力
を

必
要
と
さ
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

第
八
回
合
併
検
討
特
別
委
員
会

議
会
議
員
協
議
会一

一
月四
日

(月
)

一
一月
四
日
、
午
前

、

合
併
検
討

特
別
委
員
会
と
議
会
議
員
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
市
町
村
合
併
に
関

す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
、
県
の
合
併
パ
タ
ー
ン
の
参
考

パ
タ
ー
ン
で
示
さ
れ
て
い
る
「
重

信
町
と

川
内
町
」
の
合
併
に
つ
い

て
「
望
ま
し
い
」
「
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
望
ま
し
い
」
と
回
答
し
た

人
が
河

・

1

%
に
達
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
合
併
協
議
の
相
手
先
を

重
信
町
と
し
て
検
討
し
て
い
く
と

い
う
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
田

川
内
町
将
来
構
想
研
究
会

一
一月
四
日

(月
)

第
三
回

川
内
町
将

来
構
想
研
究

会
が

、

二
月
四
日

、

午
後
、
川
内

町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し

た
。

こ
の
日
、
午
前
中
に
開
催
さ
れ

た
町
議
会
に
よ
る
合
併
検
討
特
別

委
員
会
と
議
員
協
議
会
で

、

重
信

町
と
合
併
協
議
を
進
め
る
方
針
が

決
定
さ
れ
た
こ
と
と
、
こ
の
時

、

同
席
の
大
西
町
長
も
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果

等
を
尊
重
し

、

歴
史

的
、
地
理
的
に
つ
な
が
り
の
あ
る

重
信
町
と
の
合
併
協
議
を
進
め
る

と
い
う
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
こ

と
な
ど
を
受
け
て
、
将
来
構
想
研

究
会
で
も
賛
成
多
数
で
、
こ
の
方

針
が
了
承
さ
れ
ま
し
た

。

今
後
、
川
内
町
と

し
て
は

、

重

信
町
と
の
合
併
協
議
へ
の
実
現
を

目
指
し
、

一
層
の
交
流
を
深
め
て

い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す

。

。

市町村合併に関するホームページのご紹介

総務省合併相談コーナー
http://www.mha.go.jp/ gapei 

愛媛県市町村合併ホームページ
http://www.pref.ehime.jp/gappei/ 

川内町ホームページ
(市町村合併アンケー卜の結果などの情報を

掲載しておりますので、是非ご覧下さい。 )

http://www.town.kawauchi.ehime.jp 

広報かわうち



トします日
情報公開制度が
4月 1 日か5スター

去る平成13年 12月定例町議会におきまして、川内町情報公開条例
が可決され、平成 14年4月 1 日より施行されることとなりましたので、
ここで詳しくご紹介します。

川
内
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
広
く
聞
か
れ
た
住
民
参
加
の
行

政
の
実
現
の
た
め
の
「
情
報
公
開

制
度
」
の
導
入
に
向
け
て
、
一
昨

年
よ
り
役
場
内
部
に
設
置
さ
れ
た

情
報
公
開
検
討
委
員
会
や
町
内
の

学
識
経
験
者
等
で
構
成
し
た
情
報

公
開
懇
話
会
(
町
長
の
諮
問
機
関
)

を
通
じ
、
制
度
の
基
本
的
な
あ
り

方
や
主
要
な
問
題
点
等
に
つ
い
て

慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。そ

し
て
、
去
る
平
成
十
三
年
十

一
一
月
定
例
町
議
会
に
お
き
ま
し

て
、
川
内
町
情
報
公
開
条
例
が
可

決
さ
れ
、
い
よ
い
よ
四
月
一
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま

『
レ
れ
九
。

『情
報
公
開
制
度
と
は
』

情
報
公
開
制
度
は
、
従
来
か
ら

行
わ
れ
て
き
た
町
か
ら
の
情
報
に

加
え
て

、
町
が
保
有
す
る
公
文
書

を
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
請

求
に

基
づ
き
、
閲
覧
や
写
し
(
コ
ピ
l

)

を
通
じ
て
公
開
し
よ
う
と
す
る

制

度
で
す
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
町
民
の
皆

さ
ん
の

町
政
へ
の
参

加
を
促
進
す

る
と
と
も
に

、

公
正
で
透
明
な
聞

か
れ
た
町
政
を
推
進
し
、
町
政
に

対
す
る
理
解
や
信
頼
を
深
め
て
い

た
だ
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

女
公
文
書
の
開
示
を

請
求
で
き
る
万
は
?

O
町
内
に
住
所
の
あ
る
方

O
町
内
に

会
社
の
あ
る
個
人
や
法

人
、

そ
の
他
の
団
体

O
町
内
で
働
い
て
い
る
方

O
町
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る

方
O
町
が
行
う
事
業
に
直
接
利
害
関

係
の
あ
る
個
人
や
法
人
、
そ
の

他
の
団
体

情報公開の流れ
請求者へ
決定通知

請求

受付
刈ーー(窓口)

請求書

‘ 
実施機関

(各担当課)

請求者へ
非開示の
決定通知

不服申立

‘ 文書の特定判断期間
( 15日程度)

• 
rム「

λと決

実施

機関
-
ー砂

。
広報かわうち



女
公
開
す
る
実
施

機
関
は
?

O
町
長

O
議
会

O
教
育
委
員
会

O
選
挙
管
理
員
会

O
監
査
委
員

O
農
業
委
員
会

O
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

女
請
求
で
き
る
公
文
書
と
は
っ

請
求
で
き
る
公
文
書
と
は

、

文

書
、
図
画

、

電
磁
的
記
録

(磁
気

テ
l

プ
な
ど
)
の
う
ち
、
平
成
十

三
年
四
月

一
日
以
後
に

実
施
機
関

の
職
員
が
作
成
又
は

、

取
得
し
た

も
の
で
す
。

女
開
示
請
求
の
方
法
は
?

所
定
の
「
公
文
書
開
示
請
求
書
」

に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
八
ム
開

窓
口

(役
場
総
務
謀
)
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

女
手
続
き
の
費
用
は
?

開
示
決
定
さ
れ
た
公
文

書
の
閲

覧
は
無
料
で
す
が

、

そ
の
写
し
の

作
成
や
送
付
に
要
す
る
費
用
は
、

実
費
負
担
と
な
り
ま
す

。
(別
表
参
照
)

女
開
示
決
定
等
に
不
服
が

あ
る
と
き
は
?

開
示
請
求
者
は

、

部
分
開
示
や

非
開
示
な
ど
の
決
定
に
不
服
が
あ

る
と
き
は
、
実
施
機
関
に
対
し
て

、

不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

交
情
報
公
開
審
査
会
と
は
?

請
求
者
が
不
服
申
立
て
を
行
っ

た
場
合

、

そ
の
申
立
て
に
つ
い
て

調
査
審
議
を
行
う
た
め
の
諮
問
機

関
で

、

委
員

五
人
以
内
で
組
織
さ

れ
、

任
期
は

二
年
と
な

っ

て
お
り

ま
す
。

女
開
示
で
き
な
い
情
報

自
治
体
の
保
有
し
て
い
る
公
文

書
は

、

原
則
公
開
と
な

っ

て
い
ま

す
が
、
次
の
よ
う
な
情
報
が
記
録

さ
れ
て
い
る
文

書
に
つ
い
て
は
、

開
示
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま

す

の
で

、

ご
注
意
く
だ
さ
い

。

-
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
情
報

・
法
人
な
ど
の
正
当
な
利
益
を
害

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報

-
法
令
又
は
条
例
の
規
定
に
よ
り

公
開
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
情

ロ
初
日F

4
干

.
人
の
生
命

、

健
康
、
財
産
等
の

の
保
護
、
犯
罪
の
予
防
、
又
は

捜
査
そ
の

他
の
公
共
の
安
全
と

秩
序
の
維
持
に
支
障
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
の
あ
る
情
報

-
固
な
ど
と
の
協
議
に
基
づ
く
情

報
で
、
協
力
関
係

や
信
頼
関
係

が
不
当
に
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ

の
あ
る
情
報

-
審
議

、

検
討
又
は
協
議
に
関
す

る

情
報
で
、
率
直
な
意
見
交
換

や
公
正
な
意
思
決
定
に
支
障
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
情
報

-
事
務
又
は
事
業
の
執
行
に
支
障

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
情
報

情報公開に関する相談や案内は、

川内町役場総務課

TEL966・2222(代表)

情報公開担当係まで、お申し出下さい。

開示 |‘ー
(閲覧-写しの受付)

笠~
Cコ

問

申

Eき

‘ ム
E

査審

。情報公開にかかる費用

公文書の種類 開ïFの方法 費用

写しの交付 (電子 A3サイズまでの写し
文書、 図画及び写真 複写機による) l 枚につき 10円 (多色刷り

の場合にあっては60円 )

フィルム (映画フイ
ルム及びスライド 視l肥 Î!!伴|
を除く )

マイクロフィルム 写しの父付 (印刷 写しの作成に要する費用
フィルム 物として出力したも (実費 )

のの交付 )

映画フィルム 視W5 !!I.f， ~Gj 

スライド 視i陪 ;1!!~ll 

ビデオテープ 視聴 ~f!!qGj 

録音テープ 聴取 ?!!f,H 
閲覧 (印刷物とし

電磁的記録 て出力したものの 無料

フ口、ノピーデ、イスク
閲覧)

写しの交付 (印刷 A3サイスまでの写し
物として出力した l 枚につき 1 0円 (多色刷り
もの ) の場合にあっては60円 )

広報かわうち

。



川内町環境保全条例が
4月 1 日か5スタートします!!

去る平成13年 12月定例町議会におきまして、川内町環境保全条例
が可決され、平成 14年4月 1 日より施行されるとととなりましたので、
ここで詳しくと紹介します。

Q

環
境
保
全
条
例
の
目
的
と
は
?

A

川
内
町
の
良
好
な
環
境
や

景
観
の
保
全
に
対
し
、
町
、
町
民

及
び
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

責
任
や
義
務
を
明
ら
か
に
し
、

基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
住
み

よ
い
郷
土

の
実
現
に
努
め
る
と
と
も
に
、
潤
い
と
快
適
さ
に
満
ち
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

。

町
が
す
る
こ
と
は
?

O
良
好
な
環
境
や
景
観
を
確
保
す

る
た
め
、
公
園
、
緑
地

、

下
水

道
な
ど
の
環
境
施
設
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

O
環
境
や
景
観
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
開
発
行
為
の

監
視
や
調
査
を
行
い

、

被
害
の

防
止
に
努
め
ま
す
。

O
良
好
な
環
境
や
景
観
の
保
全
に

関
す
る

町
民
の
意
識
を
高
め
る

た
め
知
識
の
普
及
や
啓
発
を
行

い
ま
す
。

O
良
好
な
環
境
や
景
観
の
保
全
を

図
る
た
め
の
財
政
上
の
措
置
や

技
術
的
な
援
助
を
行
い
ま
す
。

問
民
の
皆
さ
ん
は
?

O
日
常
生
活
で
良
好
な
環
境
や

景

観
の
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

O
町
が
行
う
良
好
な
環
境
や
景
観

の
保
全
の
施
策
に
協
力
し
ま
し

ト
ふ
、
ハ
J
。

事
業
者
の
方
は
?

O
開
発
行
為
や
事
業
活
動
に
よ
っ

て
、

環
境
や
景
観
に
悪
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う

必
要
な
措
置

を
行
い
、
町
が
行
う
良
好
な
環

境
や
景
観
の
保
全
の
施
策
に
協

力
し
ま
し
ょ
う

。

O
事
業
活
動
に
お
い
て
生
じ
た
産

業
廃
棄
物
は

、

責
任
を
も
っ
て

処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

川内町環境保全条例

についてのお問し、合

わせは

川内町健康センター

まで

�966-2191 

。不法投棄の禁止!

不法投棄があった場合は、町がその状況を

調査し、原状回復芯どの措置を求められます0

0水質汚濁の防止!
河川や水路、溜池などの公共用水域の水質

を汚さないように努めましょう。

く〉開発行為には届出が必要です!

次のよう芯開発行為をしようとする場合は、

届出が必要となりますので、ご注意ください0

・ 1 ，000ぱ以上の開発行為

・ 1 ，000r円未満の土地であっても「一回の土地J

の一部であり「一回の土地」が 1 ， 000m以上

である場合

広報かわうち

。



建設リサイクル法が
始まります!

詳しくは

国土交通省ホームページまで
http://www . mli t. go ・jp/sogoseisak u/

reg i on/r巴cyc1 e/r巴frm.htm

建設工事現場からの建設廃棄物の排出量は、全国で年間6200万m
3

(約850万トン)これは東京ドーム

の約50個分に相当する膨大な量となっています。また、建設廃棄物は、産業廃棄物の約2割を占めてい
ることから、建設廃棄物のリサイク jレが大きな課題となっています。 こうした現状を踏まえ、「建設リ

サイクル法J が定められました。

Q 建設リサイクル法の内容とは?

A 一定の規模以上の建設工事において特定

の建設資材の分別解体等や再資源化等を促進

するための法律です。 主な内容は以下の3点

です。

0コンクリ ー ト 、 アスファ jレ卜 、木材の分別

解体等と再資源化等の義務付け

0発注者による工事の事前届出、元請業者か

ら発注者への再資源化等の完了報告などの

義務付け

0解体工事業者の登録制度の創設および解体

工事現場の技術管理者の配置等の義務付け

※この法律に基づく分別解体等や再資源化等

の義務付けは、平成 14年5月 30日から行わ

れます。

これかSの建物解体はとうなります-

分
別
解
体
等
と
再
資
源
化
等
の

義
務
付
け

分別
・ コンクリート廃材
.アスフアルト廃材
・廃木材

' リサイクル
・再生砕石
-再生アスフアルト
.木材チップ

分別してますか?
紙製・プラスチック製の容器包装

-紙製容器包装のマーク ・プラスチック製容器包装

SEZ 

広報かわうち

ダンボールやアルミニウム在使用

してい広い飲料用紙パッフ(明i望

者団停で自主的に表示)を除く

飲料用、しょうゆ用

PET ボトルを除く

v既存の「識別マークJ(容器包装)

〆画、 ・スチール缶リサイ ?Jレ協会
-

\，J.:Fψ スチール缶 ;包03 日50 似31

司圃....- . hllp:llwww.rils.or.jp/sleelcan 

Ai 

「スチール缶J íアルミ缶J íペットボトルJ に続いて
「紙J と「プラスチック」の表示義務が始まっています。
昨年4月 1 日から、紙製とプラスチック製

の容器包装の識別表示が関係事業者に義務付

けられ、その分別収集とリサイクルが始まっ

ています。 しかし、この識別表示に対する一

般の方々の認識は十分とはいえず 、 まだ識別

表示を正しく行っていない事業者も多いと考

えられています。 皆さんのご理解とご協力に

よって、更なるリサイクルの促進が求められ

ています。

.7りレミ缶リサ イ フル協会

アルミ缶 ・ 803.3582.9755

h I1 p : llwww 副uml-can.o r.JP

r、 . PET ボトルリサイヲル推進協説会

L1j PETffiトル 803.3662・7591
PET . hl1p:llwww.pe1bollle.rec.gr.jp 

ぬ



始
ま
り
ま
す
!

完
全
学
校
週
5

日
制

い
よ
い
よ
今
年
4

月
か
ら
、
毎
週
土
曜
日
を

休
み
と
す
る
「
完
全
学
校
週
5

日
制
」
が
全
国

す
べ
て
の
学
校
で
始
ま
り
ま
す
。

子
供
た
ち
の
学
校
外
で
の
時
聞
が
増
え
、
家

庭
や
地
域
で
の
教
育
の
機
会
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
に
な
り
ま
す
。

学
校
の
授
業
も
、
ゆ
と
り
の
中
で
、
子
供
た

ち
一
人
一
人
の
「
生
き
る
力
」

を
育
て
る
た
め
に

、

教
育
の

内
容
が
変
わ
り
ま
す
。

Q
な
ぜ
、
完
全
学
校
週
5

日
制
に
な
る
の
?

A
子
供
た
ち
の
「
生
き
る

力
」
を
育
て
る
た
め
に

完
全
学
校
週
5

日
制
で

、

毎
週

土
曜
日
が
休
日
に
!

こ
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は

、

と
て
も
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
で
し
ょ
う

。

な
ん
と
言

っ

て
も
、
休
み
の
日
は

、

家
庭
や

地
域
で
学
校
の
授
業
と
は
ぜ
ん
ぜ

ん
違
う
経
験
を
し
た
り

、

自
分
の

好
き
な
こ
と
に
思
い
き

り
チ
ャ

レ

ン
ジ
で
き
る
絶
好
の
チ

ャ
ン

ス
。

隔
週
土
曜
日
が
休
み
の

現
在
で
も

ほ
と
ん
ど
の
子
供
た
ち
が

、

土
曜

日
の
休
み
を
有

意
義
で
楽
し

い
と

感
じ
て
い
る

よ
う
で
す
。

「
休
日
が
増
え
た
ら
勉
強
の
時

聞
が
減
っ
て

、
子
供
た
ち

の
学
力

が
落
ち
て
し
ま
う
の
で
は
?
」

と

心
配
す
る
大
人
た
ち
も
い
ま
す

が
、

子
供
た
ち
の
学
び
の
時
間
は

年
中
無
休
で
す
。

学
校
の
授
業
だ

け
で
な
く

、

家
庭
や
地
域
で
過
ご

す
時
間
も
子
供
た
ち
は

、

様
々
な

こ
と
を

学
ん
で

い
る

の
で
す
。

子
供
た
ち
は

、

そ
れ
ぞ
れ
の
教

科
の
知
識
だ
け
で
な
く

、

生
活
の

中
で
必
要
な
ル
ー
ル
や
思
い
や

り

、

や
さ
し
さ
と
い
っ
た
内
面

的

な
も
の
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
り

ま

せ
ん
。

そ
れ
ら
は

、

学
校
だ
け
で

は
な
く

、

家
庭
や
地
域
社
会
な
ど

生
活
全
体
か
ら
学
ぶ
も
の
で
す

。

下
の
表
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、

道
徳
観
や
正
義
感
な
ど
は
家
庭
や

地
域
社
会
で
の
活
動
や
体
験
が
豊

か
で
あ
る
ほ
ど
し
っ
か
り
と
身
に

つ
い
て
い
ま
す
。

完
全
学
校
週
5

日

制
は
、
子
供

た
ち
が
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
め
る

よ
う

、

家
庭
や

地
域
で
の
様
々
な

体
験
活
動
な
ど
の
機
会
を
も

っ
と

増
や
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

生きる力とは・

・子供たちが自分で課題を見つけ、自

5学び、主体的に判断し、行動し、

よりよく問題を解決する力

・自らを律しつつ、他人と協調し、他

人を思いやる心や感動する心など豊

か芯人間性とたくましく生きるため

の健康と体力

ー

、

1

1
U
E
 

な

園

南
山
一

一

義
二
正
一

ア

-

i
-

1
4

戸
山
一

智

義
一

徳
正

一

道
1

一

と

抑
制
一

験
道

一

す
中

,4t 
娯
小

向
ロ

生
活
体
験

52 

44 

31 

広報かわうち

文部省 「子どもの体験活動等に関するアンケー卜調査J (平成 1 0 年 12 月 ) より

。

40% 



Q
学
校
の
授
業
は
ど
う
変

わ
る
の
?

A
新
し
い
学
習
指
導
要
領

が
め
ざ
す
も
の

完
全
学
校
週
5

日
制
に
な
っ

て
、

土
曜
日
の
休
み
が
増
え
た
分

、

学
校
で
の
授
業
は
滅
り
ま
す
が

、

授
業
の
内
容
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
、
っ
か。

文
部
科
学
省
が
学
校

・

学
年
ご

と
に
教
え
る
べ
き

内
容
を
定
め
た

「
学
習
指
導
要
領
」
も

、

完
全
学

校
週
5

日

制
に
あ
わ
せ
て
改
定
さ

れ
て
い
ま

す
。

新
し
い
学
習

指
導

要
領
で
は

、

ゆ
と
り
の
中
で

、

子

供
た
ち
に
「
生
き
る
力
」
を
育
成

す
る
こ

と
を
基
本
的
な
ね
ら
い
と

し
、

4

つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
重
視
し

た
内
容
に
変
わ
り
ま
す

。

具
体
的
に
は

、

次
の
よ
う
な
点

が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

-
授
業
時
間
数

完
全
学
校
週
5

日

制
で
教
育
を

行
う
た
め

、

授
業
時
間
は

、

こ
れ

ま
で
よ

り

2

単
位
、
時
間

が
少
な

く
な
り

ま

す
。

-
教
育
内
容

全
て
の
子
供
が
共
通
に
学
ぶ

内

容
は

、

社
会
生
活
を
営
む
上
で
必

要
と
さ
れ
る
基
礎

的
基
本
的
な
内

容
に
厳
選
す
る
と
と
も
に

、

子
供

新学習指導要領のポイント

①豊かな人間性や社会性、国際社会に生き

る日本人としての自覚を育成する

②自ら学び、自ら考える力を育成する

③ゆとりのある教育活動を展開する中で、

基礎・基本の着実な定着を図り、個性を

生かす教育を重視する

④告学校が創意工夫を生かし、特色ある教

育、特色ある学校づくりを進める

新しい学習指導要領等は、幼稚園では平

成 12年度からスタートしており、この 4

月からは小学校-中学校でも全面実施され

ます。 (高等学校は平成 15年度入学生から

実施。盲学校、 聾学校、養護学校ではそれ

ぞれの学校段階に準じて実施されます。 )

一
人

一
人
が
興
味

、

関
心
等
に
応

じ
て
選
択
で
き
る
帽
を
拡
大
し
ま

し
た
。

こ

れ
に
よ

り

、

子
供
た
ち

が
ゆ
と
り
の
中
で
じ
っ
く
り
学
習

し
、

基
礎
基
本
を
確
実
に
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

-
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の

新
設

子
供
た
ち
が
社
会
の
変

化
に
対

応
し
、
た
く
ま

し

く
生
き
て
い
く

た
め
に
は

、

教
科
等
で
学
ん
だ

知

識
を
用
い
て
自
ら

-課
題
を
発
見

し
、

自
ら
学
び

、

自
ら
考
え
る
力

が
必
要
で
す
。

そ
う
し
た
力
を
は

ぐ
く
む
た
め
に

、
体
験
的
な
学
習

白骨倉重鏡台曾台翁
司・・F 司園F 司-司-司-司・・F 司・・... ....圃F 司・・F

完全学校週 5 日制の実施に
伴い、授業時間数がこれま
でより短縮

ゆとりの中で 、 基礎・基本
を確実に習得させるため 、
共通に学ぶ教育内容を厳選

や
問
題
解
決
的
な
学
習
を
重
視

し
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

を
新
設
し
ま
す
。

総
合
的
な
学
習

活夫の
動を H寺
を生間
展かで
開しは
した
ま特各
す色学
。 の校

あが
る創
教意
育工

小学校教育の基礎のうえに、

社会生活に必要な基礎的基本

的以内容を確実に習得合せると

ともに、 選択学留の幅を拡大し、

個性を伸ばします。 専 r
必修教科に外国語を追加。 教

科は、これまでの必修教科、選

択教科、道徳、特別活動に「総合

的芯学習の時間」が加わります。

「総合的な学習の時間J
を新設し、体験的 ・ 問
題解決的な学習を実施

。

読む書く計算など、

日常生活に必要芯基際的 。

基本的内容を繰り返して

学習させ、習熟させます。

教科はこれまでの9 教科、

道徳、特別活動に、「総合

的芯学習の時間J が新設。

広報かわうち



町
政

、 ~ews
0-
q 
句

交
通
災
害
共
済
に

み
ん
な
で
加
入
し
よ
うl

愛
媛
県
市
町
村
交
通
災

害
共
済

は
、

不
幸
に
し
て
交
通
災
害
に
あ

っ

た
と
き
、
少
し
の
掛
け
金
で
見

舞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
お
子
さ
ん
か
ら

お
年
寄
り
も

含
め
て
、
今
年
も
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

O
加
入
資
格

川
内
町
に
住
民

票
が
あ
る
方

(
平成
比
年
4

月
1

日

現
在
)

た
だ
し

、

学
生
等
で
町
外
に
出

て
い
る
方
も
、
扶

養
義
務
者
が

加
入
す
る
場
合
は
加
入
で
き
ま

す
。

O
共
済
掛
金
(
一
人
年
額
)

一

般

6
0
0

円

中
学
生
以
下

2
5
0

円

(昭
和
臼
年
4

月

2

日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

)

O
共
済
期
間

平
成
比
年
4

月
1

日
か
ら

平
成
日
年
3

月
白
日
ま
で

O
加
入
申
込

各
区
長
さ
ん
ま
た
は

、

役
場
総

務
課
(
包
9
6
6

1
2
2
2
2

)

で
受
け
付
け
ま
す
。

等 災害の程度
金額級 (傷害に対する医師の治療実日数)

死亡 100万円

2 360日以上 20万円

3 180日以上 360日未満 17万5千円

4 96日以上 180日未満 15万円

5 80日以上 96日未満 12万5千円

6 64日以上 80日未満 10万円

7 48日以上 64日未満 7万5千円

8 32日以上 48日未満 5万円

9 16日以上 32日未満 3万円

10 7 日以上 16日未満 1 万円

年

金

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
・
学
生
納
付
特

例
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

現
在
国
民
年
金
保
険
料
の
申
請

免
除

・

学
生
納
付

特
例
を
受
け
て

い
る
方
は
、
平
成
凶
年

3

月
末
日

で
承
認
期
聞
が
終
了
し
ま
す
。

平

成
凶
年
4

月
以
降
も
続
け
て
免
除

や
納
付
特
例
を
受
け
た
い
方
は
、

再
度
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

。

手
続
き
は
平
成
比
年
4

月
山
日
ま

で
に
、
役
場
福
祉
課
ま
で
次
の
も

の
を
お

持
ち
く
だ
さ

い
。

免
除
申
請
一
印
鑑

・

年
金
手
帳

学
生
納
付
特
例

一
印
鑑

・

学
生

証
の
写
し

(ま
た
は
在
学
証
明

書
な
ど

)
・

年
金
手
帳

-問い合わせ先

くちし ・・・ー ・・ ・・ ・ ー ・・・ 総務課 (fi966-2222) 

年金・ ・・・ ・ ・・・・ ・・・ ・ー ー ー 福祉課 (fi966-2223) 

水道 ••• ・ ・・ ・ …・・ .7JÇ道課 ( fi966 -2238) 

もよおし

ー子育て支援センター (fi966-2080)

…教育委員会 (fi966-4721 )

広報かわうち

新
刊
案
内

人
生
を
救
え
1

U ミ lllr
し田
U 、

し康
ん
じ
著

ぬ

要注目作家・いしいしんじと東京のi討を歩きな
がら、町田康が人生について語り尽くす20時筒。
毎日新商日曜版連載の人生椙談「どうにかなる人
出と、路上の大河対談「舌悩の珍道中J を収録。



※
平
成
M
年
度
か
ら
、
制
度
に

一

部
変
更
が
あ
り
ま
す
。

免
除
申
請
一
従
来
の
全
額
免
除
制

度
に
加
え
、
半
額
免
除
制
度
が
導

入
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
二
夜
間

・

通
信
制

に
通
う
学
生
も
対
象
に
な
り
ま

す
。

詳
し
く
は
役
場
福
祉
課
保
険
係

(2
9
6
6

・

2
2
2
3
)
ま
で
。

水

道

圃
給
水
装
置
工
事
業
者
の

闇

追
加
指
定
に
つ
い
て

平
成
比
年
1

月
に
給
水
装
置
工

事
業
者
と
し
て
追
加
指
定
し
た
業

町長の動静
合併検討特別委員会
松山衛生事務組合決算審査
川内町将来構想研究会
松山広域水資源対策協議会

隊友会長藍綬褒章受章祝賀会

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

口
東
予
住
宅
設
備
岡

東
予
市

北
条
1

2
5
2

番
地
の

8
(
宮
0
8
9
8

・
6
4

・
3

2
6
6
)
 

口
ア
イ
テ
ィ
ー
附

松
山
市
今
在
家
町
1

丁
目
3

番

7

口
す

(2
9
5
7

・
5
8
8
8

)

も
よ
お
し

1/18 

1/21 

1/22 

1/23 
1/27 
1/28 
~30 

1/31 

2/4 

醐
子
育
て
支
援

醐

セ
ン
タ
ー
か
ら

子
育
て
広
場

口
日

時

3

月
9

日
(
土
)

ム
一
品

大民県

会
る
員
す
委
会
会
式
い
い

別
会
究
員
成
ど
祝
会

察
特
員
研
議
落
つ
お
修

視
策
委
想
評
会
館
の
を
研

政
対
式
別
構
例
員
会
日
日
長

行

化
年
特
来
定
委
保
の
の
会
議

会
性
少
討
将
会
営
国
念
念
議
区

村
活
回
検
町
村
運
県
記
記
町
地

町

域
諸
併
内
町
会
媛
園
田
時
予

郡
地
第
合

川

県
議
愛
建
建
臨
中

2/5 

2/7 
2/8 
2/11 

2/12 

2/15 ••• 

午
前
9

時
却
分
1

1
時

(
受
付9
時
i
9

時
ぬ
分
)

口
場
所

川
内
保
育
園

口
内
容

閉
会
式
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
、

反
省
会

※
今
回
が
今
年
度
最
後
の
会
と
な

り
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
で
ご

参
加
下
さ
い
。

あ
お
ぞ
う
広
場

お
友
達
や
お
母
さ
ん
と

一
緒
に

楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

毎
週
金
曜
日
午
前
9

時
1

日
時

ロ
月
か
ら
3

月
ま
で
の
寒
い
聞

は
、

健
康
セ
ン
タ
ー
の
「
こ
と
ば

の
教
室
」
で
行
い
ま
す
。

議会のうごき
1/18 議長温泉郡議長会

合併検討特別委員会
議長、特別委員

全議員

委員

子
育
て
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、

悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば

(2

9
6
6

・

2
0
8
0
)
ま
で

、

お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

第
5

回
川
内
町
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

本
寸

円
H
H

3

月
口
日

(日
)

開
会
式
午
前

8

時
加
分

試
合
午
前

9

時

口
場
所

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
他

口
対
象

町
内
体
育
施
設

利
用
者
で
学

生
、
生
徒
は
除
き
ま
す
。

口
日

議員全員協議会

川内 la] 将来構想研究会

障害者福祉計画策定委員会
保健福祉正副常任委長

地域活性化対策特別委員会

議長 ・ 特別委員

第38回少年式 議長、総務文教委員
合併検討特別委員会

議長、特別委員
議員協議会 議員

川内町将来構想研究会 委員
議会運営委員会 議長 ・ 運営委員
建国記念の日のつどい 議長

建国記念の日をお祝いする県民大会

議長

全議員
議長

1122 

1/30 

1/31 

2/4 

2/7 

2/11 

臨時/IIJ議会

中予地区議長研修会
2/12 

2/15 

だ
か
う
、
君
と
い
る

と
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る

中
火
口
彰
宏
著

娘
か
う
父
・
丹
波
文
雄

へ
贈
る
閉
5
か
介
護

本
田
著

佳
子

z
m

山

本
川
悦
f

E
妓
か
勺

副
父

・
丹
羽
文
雄
へ
明
る

臨
朗
ら
か
介
護

北
朝
鮮
を
知
り
す
ぎ
た

医
者
国
境
か
う
の
報
告

ノ
ル
ベ
ル
ト

・

フ
ォ
ラ
ツ
エ
ン
十
者

相手といるかう八ッピではなく、ひとり
でいるときからハッピーになろう 。「一緒
にいると気持ちがリ フレッシュ して自信がわ
いてくる リといわれる女性に芯れる本。

E論晶軒品且泊二叫晶叫話

アルツ八イマーを病む父のために最良の介
護を求め続ける日々を、持ち前の明るさで朗
らかに語る。志半ばで急逝した著者から父ヘ、
そしてすべての人への最後のメッセージ。

傷つき病んだ北朝鮮難民を救うべく、中朝国境
かうバンコクヘ。彼うから聞いた強制収容施設の
恐るべき実態と、前著では語り尽くせなかった真
実を明かす。「北朝鮮を知りすぎた医者」の続編。

命
広報かわうち
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第10固セルジオ越後杯争奪戦
川内サッカ一大会

1月 26 ・ 27 日、セルジオJ也後杯争奪戦) 11 内サ ッカ 一

大会が川上小学校体育館を主会場に行われました。

大会では、近隣市町村 から小・ 1:1:1 学生合わせて32チ

ームが参加し、フットサル競技で優勝を争 いました。

試合の合間には、セルジオ越後氏率いるアミーゴス

チームとの対戦も行われ、選手たちは、プロの技を

肌で感じとっていました 。 第 10回の記念大会となっ

た本大会には、 川 内 IIrJ と同じように「セルジオ杯」

大会のある栃木県黒磯市から選手など23名が川内町
を訪れ、交歓試合や親

l座会で交流を深めてい

ました。 大会結果(川

内II~.関係分)は、以下

のとおりです。

[ 中学生の部]

川内中学校A(第2位)

川内中学校B (第3位)

第3回アンパンマンカップ
1月 12 . 13 日、高知県立青少年センタ一体育館で第

3回アンパンマンカ ップ(香北選抜凹国交歓小学校バ

レーボール大会)が開催され、 川上スポーツ少年団

バレーボールチームが参加しました。 予選を通過し 、

決勝まで!I持ち進んだ川上スポーツ少年団バレーボー
ルチームは小柄ながらも、大型選手を相手によく粘

り準優Jl9Y となりま した 。

1 月 26 1:1 、 三 世代交流フェスティパルが

中央公民館大ホールで開催されました。 子

供からお年寄りまでの幅広い年代が参加 し

たこのフェステ ィ パルでは、小学生による

選手宣誓のあと、軽スポーツや伝言ゲーム、

お楽しみ~ Itl選会などで世代をこえて交流を
深めていました。

世
界
日
本
空
手

松
涛
会

空
手
道
選
手
権
大
会

昨年の9月 28 ・ 29 日、 東京の代々木競技場で世界日

本空手松浦会空手道選手権大会が開催され、渡部一

秀君(横ìlj!f[団地 1 ) と渡部1~ 1 士君 (Ti1 11 ) が日本代

表選手に選出され出場し、 渡部一秀君は、 16-17

歳 ・ 男子個人型にて準優勝を果たしました 。 この大
会は、1:1 本空手松tJff会がNPO法人となり、第1回車

椅子空手道選手権大会も併せて開催された記念すべ

き大会でした。

会
広報かわうち
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“'2002年まぶしい笑顔ひびく声"

:J:め錦織雪量 一二

2月 3日、西谷小学校で、 ïffi谷幼稚園 ・ 西谷
小学校合同の学芸会が開催されました。

広報かわうち

2月 1 EI 、川内保育園で節分行事の豆まきが行われ

ました 。 園児たちは、 登場した鬼をめがけて一心不

乱に豆をまきました。

第38回 .少年式.

2月4 日、 川内中学校で' 14歳の春を祝う 第38回

少年式が聞かれ2年生123名が参加しました 。 会
場には、自らが選んだテーマである “本I~ 刊 の書

や将来の夢の絵が~!ílî られ、式典終了後は、 記念
行事であるスキー実習へ出発していきました。

ふ・

命



。布鯵
「みん芯の広場j に耳寄りな情報をお寄せください。

満 1 j罷おめでとうのコーナーでは、 4月生まれの

満 1 歳児を募集します。 3月5日までに役場総務課

広報係n966-2222へ写真とコメン卜をお寄せく

ださい。

文
化
財
防
火
訓
練

貴
重
な
文

化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め

、

文
化
財
防
火
訓
練
が
1

月
初

・

幻
日

の
2

日

問
、

保
免
の
三
島
神
社
と
宝
泉
の
医
王
寺
で

行
わ
れ
ま

し
た
。

三
島
神
社
で
は
東
温
消

防
署
員

、

地
元
消
防
団
員

、

西
谷
小
学
校
の
少
年
消
防

ク
ラ
ブ

、
地
元
有
志
の
み

な
さ
ん
が
放
水

訓
練
に
参

加
し
ま
し
た

。

ホ
ー

ス
を

持
つ
子
供
た
ち
は

、

ほ
と

ば
し
る
水
に
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た

。

井
内
ふ
る
さ
と
の
集
い

1

月
加
日
、
井
内

公
民
館
で
「
井
内
ふ
る
さ
と

の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
地
元
の
住
民
お
名
が
参

加
し
ま
し
た

。

故
郷
の
歴
史
や
人

、

自
然
を
生
か
し
た
よ
り
良

い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
考
え
る

こ

の
集
い
で
は

、

酒
井
孝
先
生
に
よ
る
「
井
内
ふ
る
さ
と
物
語
」
の

講
話

、

井
内
の
宝
物
紹
介
の
あ
と

、

住
民
の
イ

ン

タ

ビ

ュ
ー
で
綴
っ
た
ビ

デ
オ
を
見
な
が
ら
心
と

休

も
温
ま

る
大
鍋
を

囲
み
ま
し
た

。

午
後
か
ら
は
4

班
に
分
か
れ
て

、

自
分
た
ち
の
思
い

描
く
ふ
る
さ
と
‘
つ

く
り
に
つ
い
て
話

し
合
い
発
表
し
ま

し
た
。

ふ
人-
7
Z

広報かわうち

表
川
吟
社

一
月
例
会
報

潮
風
を
纏
ふ
斜
面
や
野
水
仙

豆
撒
き

や
小
児
病
棟
タ
づ
き
ぬ

風
花
や
塔
高
々
と

法
隆
寺

風
花
や
幼
な
児
残
し
逝
き
し
人
田
中

母

看
取
る
風
花
の
文
舞
ふ
日
な
り

渡
部
て
る
み

初
御
空
城
四
百
年
子
規
の
街

菅
野

美
岬

風
花
や
色
街
ぬ
け
て
句
碑
め
ぐ
る

仙
波

淑
子

朝
市
に
娼
揃

ふ
や
年
始

宇
和
川
悠
起

日

だ
け
出
し
た

だ
黙
々
と

寒
の
道
宇

和
川
洋
子

帰
れ
ぬ
子
に
小
包
送
る
松
の
内
相

原

初
子

職
退
く

も
抱
負
新
た
に
初
日
記

菅
野

美
代

文
鳥
の
湯
た
ん
ぽ
今
朝
も
か
え
て
や
り

近
藤

市
女

み
ど
り
児
の
あ
ー

あ

ー
だ
け

の
初
電
話
宮
崎
越

路

昼
風
呂

の
上
気
し

た
顔
松
の
内

領
家

世
津

荒
波
の
東
尋
坊
や
雪
し
ま
き
野
中
加

寿

早
番
の
略
道
や
お
元
旦

和
田

準

敷
わ
ら

に
ほ
の
か
に

ぬ
く

し

寒
卵

渡
部

持
て
余
す
身
内
の
修
羅
を

や
ら
い

け
り

戒
能

hv
~
ヒ
じ

一日
明
八一品
目
円

多
喜

幸日

河
原
汀
子

宇
和
川
春
馬

樋
口
史

子
笹
子

ぬ

五
月

多
喜
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詩 し

織 ぢ
ち
ゃ

ん

(3月 9日生)大好きだよー。
ずっ と仲良しでいようね。

(ともき兄ちゃんより )

三
内
村
男
女
青
年
団

冬
期
講
習
会

こ
の
写
真
は

、

昭
和
八
年
に
撮
ら

れ
た

三
内
村
男
女

青
年
団
の
冬
期
講
習
会
の
記
念

写
真
で
す
。

冬
期
講
習
会
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ

っ

た
の
か

残
念
な
が
ら
分
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
写
真
に
は

百
名
以
上
の
男
女
が
写
っ
て

お
り
、
当
時
の
青
年
団
活
動
の
康
ん
な
状
況

を
物
語
っ

て
い
ま
す

。

時
代
の
流
れ
か
残
念
な
が
ら
現
在
、

川
内

町
に
正
式
な

青
年
団
は
残
っ

て
い
ま
せ
ん
。

~婦人会かう~ な
つ
か
し
の

写
真
を
募
集
し
ま
す
。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご

，

一
報
を
!

川
柳
も
づ
く
吟
社
二
月
例
会
報

高
瀬
喜
撰
亭

和
田

大
西

御
仏
も
ご
機
嫌
に
な
る
般

若
湯

新
婚
の
家
庭
に
長
居
野
暮
な
客

お
誕
生
会
毎
月
や
っ

て
幼
稚
園

高
級
な
花
は
機
嫌
を
す
ぐ
損
ね

新
世
帯
今
幸
せ
渦
の
中

誕
生
の
地
を

尋
ね
来
て
無
人
駅
深
舟

ご
機
嫌
な
筈
だ
彼
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

武
士

イ
エ

ス
様
世
界
が
祝
う
誕
生
日
大
島

実

新
婚
さ
ん
い
ら
っ
し

ゃ

い
で
三
枝
こ
け
佐
々
木
胡
舟

機
嫌
良
い
電
話
合
格
告
げ
て
く
る
篠
森

美
登
里

新
婚
の
土
産
両
家
に
義
理
を
立
て
高
瀬

喜
撰
亭

松
岡

高
岡

野
中

平
岡

岡
本

四
月
六
日
午

後
七
時

中

央
公
民
館

糸

芝
生
そ

よ

風

失敗 ・ 出しそびれハガキ集めにご協力し、た

だきましてありがとうございました。 2 月

13 日、お金にかえて川内 IHT社会福祉協議会

まごころ銀行に贈 らせていただきました。 な

お、ハガキ集めポストは、年間を通して中

央公民館玄関へ置きますので、 今後ともご

協力をよ ろ しくお願い申し上げます。

03月ポ力シ作り

日時 3 月 24 日 ( 日 ) 19: 30~ 

場所 中央公民館

内 容 ゴミの減量 と春野菜作りに役立て

ましょう 。 皆さんお誘いあわせて

ご参加ください。 なお 、 米のとぎ

汁もお持ちください。 EM発酵菌

にして川の水をきれいにしましょ

う 。 肥料としても使いましょう 。

O年聞を通してやっています。 参加して健
康づくりをいたしましょう 。 どなたでもご

参加ください。

-ミニバレー
日時 第 1 ， 3 日曜日 20 : OO~ 

場所 勤労者体育センター

-健康体操
日時 第 2 ， 4 火曜日

場所 } II 内 ~Ir福祉館

19 : 30~ 

友 紫 義辰 裕
親渦国 夫 子 選

命
広報かわうち
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募

集

ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン

の
講
習
受
講
生
募
集

働
き
た
い
女
性
の
み
な
さ
ん
に

必
要
な
技
術
及
び
知
識
の
習
得
を

は
か
る
た
め
の
講
習
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

口
対
象

就
業
を
希
望
す
る
女
性

口
科

目

ワ
l

。

フ
ロ

(A
)
・

一
太
郎

土
寸

門
H
H

4

月
口
日
附
1

6

月

5

日

嗣
ま

で
の
聞
の

四
日
間

(月
曜
、
水
曜
、
金
曜
)

9

時
却
分
1

日
時
却
分
ま
で

口
場
所

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

松
山
市
山
越
町
4
5
0

口
定
員

初
名

口
受
講
料

無
料
(
教
材
費
自
己
負
担
)

口
日

口
主
催

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
申
込
期
間

4
月
1

日

間
1

4

月
3

日

耐

口
申
込
方
法

印
鑑
を
持
参
の
上
、
愛
媛
県
女

性
職
業
セ
ン
タ

ー

(
包
9
2

3

・
2
2
0

1

)
へ
申

し
込
み

く
だ
さ
い

。

姫
て
ま
り
の
作
り
方

技
術
指
導
講
習
会

口
対
象

内
臓
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目

姫
て
ま
り
の

作
り

方

口
日
時

4

月
日
日

開
1

4

月
初
日
幽
ま

で
の
聞
の
叩
日
間

(月
曜
1

金
曜
)

9

時
却
分
1

日
時
加
分
ま
で

口
場
所

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ

ー

松
山
市
山
越
町
4
5
0

口
定
員

同
名

口
受
講
料

無
料
(
教材
費
了
甜
自
己
負

担
)

口
主
催

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
申
込
期
間

3

月
日
日

附
1

3

月
初
日
附

口
申
込
方
法

印
鑑
を
持
参
の
上

、

愛
媛
県
女

性
職
業
セ
ン
タ
ー
(

宮
9
2

3

・
2
2
0

1

)
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い

。

も
よ
お
し

伊
予
の
鏡

1

鏡
に
映
し
出
さ
れ
た

古
代
伊
海
1

-
展
示
会

松
山
市
内
で
は
、
弥
生
時
代
か

ら

中
世
ま
で
却
面
以
上
の
鏡
が
出

土
し
て
お
り
、
そ

の
種
類
も
様
々

で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
特
別
展
で

は
、
近
年
の
鏡
研
究
を
と
お
し
た
、

物
と
人
の
交
流
と
そ
の
時
代
で
鏡

が
果
た
し
た
役
割
と
社
会
背
景
を

探
り
ま
す
。

ヰ
寸

円
円H

2

月
お
日
出
i

3

月
担
日
間

9

時
1

口
時

(入
館
時
間
は
同
時
ぬ
分
ま
で
)

口
場
所

松
山

市
考
古
館
特
別
展
示

室

松
山
市
南
斎
院
町
乙
日
ー
6

(岱
9
2
3

・

8
7
7
7
)

口
展
示
資
料

鏡
・

県
外
約
7

点
、
県
内
約
加

点
及
び
市
内
出

土
資
料
約
お

点
、

そ
の

他
約
5

点

口
観
覧
料

有
料

-
記
念
講
演
会

口
日
時

口
日3

月

9

日

ω

3

土
寸
。

、J
1

5
土
寸
O

子

1

i

円
H
H
n
〈
υ
ノ
つ
ノ

旬
t

ム

n
n
H

AU
J
L
JAノ

ロ
場
所

バ
、
、h
u
k
μ
J
7
ト
コ
古
田
松

山
内・
ι

↓
小ト
l
L

-
d

4

-
E
4

以

圭
H

A
L

ニ

ロ
講
師

内
田
俊
英
先
生

(京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授
)

口
聴
講
料

無
料

口
定
員

2
0
0

名

愛
媛
病
院
健
康
講
座

土
寸

門
門H

3

月
日
日

樹

4

土
寸
1

5
土
寸
ゆ

み
J

'

i

H
H

1

i

n
H
n
4
U
J
hノ

口
日

口
場
所

国
立
療
養
所
愛
媛
病
院
内

研
修
棟

(正
面
入
り
左
す
ぐ
)

口
内
容

消
化
器
疾
患

(胃
・

腸
疾
患

、

肝
疾
患
)
の
診
断
の
治
療
の
進

歩
口
講
師

久
保
消
化
器
科
医
長

山
内
消
化
器
科
医
師

口
聴
講
料

蕪
料

口
申
込
先

国
立
療
養
所
愛
媛
病
院
医
事
諜

(2
9
6
4

・
2
4

1

1

)

広報かわうち

本目

談

合

人
権
相
談
所

口
日

時

3

月

6

日

ω

日
時
1

同
時

口
場
所

川
内
町

中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別

、

家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争
、
借
地

・

借
家

、

児

童
・

生
徒
の
い
じ
め

・

体
罰

、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員

、

人
権
擁
護
委
員



い
じ
め
・
な
や
み

等

の
教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月

・

火
・

水
・

金
曜
日

8

時
却
八
刀1
口
時

口
場
所

川
内
町

中
央
公
民
館

2

階

教
育
相
談
室

口
内
容

い
じ
め

・

不
登
校

・

学
業
不
振

等
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て

本
人
ま
た
は
保
護
者

・

関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

(飢
…
料
・
秘
密
厳
守
)

週

間

全
国
山
火
事
予
防
運
動

インフォメーション

林
野
庁
で
は

、

毎
年
、
山
火
事

の
多
い

こ

の
時
期
に

、

消
防
庁
と

連
携
し
て
「
全
国
山

火
事
予
防
運

動

(3
月

1

日

1

7

日
こ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
統
一
用
語
は
「
火
を
消

し
て
森
を
消
さ
な
い

心
が

け
」
で
す
。

大
切
な
森
林
を

山
火

事
か
ら
防
ぐ
た
め

、

一
人

一
人
が

次
の

事
を
守

っ
て

い
た
だ
く
よ

う
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し

ま

す
。

O
枯
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は

、

た
き
火

を
し
な
い

こ
と

O
た
き
火
を
離
れ
る
と

き
は

、

完

全
に
消
火
す
る
こ
と

O
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は

、

た
き
火

、

火
入
れ
を
し
な
い

こ

と
O
火
入
れ
の
許
可
は

、
必
ず
受
け

ヴ
ゐ
こ
シ
」

O
た
ば
こ
の
吸
殻
は
必
ず
消
す
と

と
も
に

、

投
げ
捨
て
な
い
こ
と

O
火
遊
び
は

、

し
な
い
こ
と

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

覚
せ
い
剤
等
の

薬
物
乱
用
の
防
止

平
成
ロ
年
度
中
に
覚
せ
い
剤
事

犯
で
検
挙
さ
れ
た
少
年
は

、

実
に

千
百
三
十
七
人
。

前
年
に
比
べ
て

百
四
十

一
人
増
加
し
、

特
に
中

・

高
校
生
の
検
挙
人
員
が
増
え
て
い

ま
す
。

「
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
が
あ
る
」

「
頭
が
す
っ
き
り
し

、

受
験
勉
強

に
効
果
が
あ
る
」
な
ど
と
誤

っ
た

認
識
で
覚
せ
い
剤
に
手
を
出
し
た

り
、

ま
た
「
S

(エ
ス
)
」
「
ス
ピ

ー
ド

」
と
い
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

感
覚
の
高
い
呼
び
名
で

、

友
達
づ

き
あ
い
の
ひ
と
つ
と
し
て
覚
せ
い

剤
を
乱
用
す
る
な
ど

、

薬
物
に
対

す
る
危
険
性

、

有
害
性
の
認
識
や

抵
抗
感
が
希
薄
に
な
っ

て
い
る
現

状
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
傾
向

は
平
成
7

年
以
降
の
「
第
3

次
覚

せ
い
剤
乱
用
期

」
と
呼
ば
れ
る
情

勢
の
特
徴
で
あ
り

、

大
き
な
相

会

問
題
と
な

っ

て
い
ま
す
。

ど
ん
な

に
名
前
を
変
え

た
と
こ
ろ
で

、

覚

せ
い
剤
は
心
身
を
む
し
ば
む
恐
ろ

し
い
薬
物
で
す
。

ま
た

、

自
分
の

人
生
を
失
う
だ
け
で
な
く

、

家
族

や
友
達

、

そ
し
て
ま
っ
た
く
か
か

わ
り
の
な
い

他
人
ま
で
を
も
不

幸

に
巻
き
込
ん
で
し
ま
う
例
も
数
多

く

起
こ

っ

て
い
ま

す
。

ほ
ん
の

一
瞬
の
心
の
迷
い
が

、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
過
ち
を
生

ん
で
し
ま
う
覚
せ
い
剤
。

正
し
い

知
識
と
理
解
を
も

ち
、

決
し
て
手

を
出
さ
な
い
姿

勢
が
第

一
で
す
。

育児・介護休業法が変わりました".ごみの収集日
清掃センター 電話 966-4989

, .も えるごみ 仕事 と 育児、仕事 と介護の阿立を よ り 一層

支援する目 的で昨年11 月に育児 ・ 介護休業法

が改正され、本年 4 月 1 日から全面施行され

ます。

。主な改正点は次の 5 つです。

1 . 育児休業や介護休業の申し出や取得を llll

由とした不利益取扱いの禁止

2 . 育児や介護を行う労働者の時間外労働の

fl11]限

3 . 勤務時間の短縮等の措置対象の子の年齢

を I 歳か ら 3 歳に引き上け、

子の看護休111主措置の新設

育児や介護を行う労働者の配転配慮措置

の新設

※詳しくは 愛媛労働局雇用均等室 まで

松山市本 IUT 2 丁目 1 -7 (fi935-5222) 

収集IIlilEI 収集地 j或 収集変更日又は収集休止日

月木
東谷 ・西谷 ・土谷・滑川 3月 21 日 (木)は 、
奥松瀬川・ 天神 3月 22 日 (鉛に収集

f耳
北方東 ・ 北方西

火 ・ 金
南方策・南方西

変更な し

週

水土
町西・ 町東 (天神 を除 く)

変更なし
山田 ・ 横灘団地 ・ 前松瀬川

5. 

2 . もえないごみ ・粗大ゴミ
ベyトホ' 卜Jレ ・ ガラ類Eス灯及主fEび! E 粗大ゴミ 宅き街!l:ft

収集地域 トレイ類 ピン
t吃fEi也Jil'iもやさないuの 蛍::光
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3月健康情報

II鴎剥E彊
0いきいき健康講座⑩

「耳鳴り、めまい、難聴について」

日時 3月 13 日 (水)午後l時30分 ~3時

場所 健康センタ- 2階

講師 愛媛大学医学部附属病院

耳鼻咽喉科大河内 喜久 先生

0健康講座

「こころの悩みを分かちあおう J

日時 3月 19 日 (火) 午後l時30分~ 3n寺

場所 健康センタ - 2階

講師 松山記念病院の先生

l E蹴酎四畳E雪白旭国語画

日時 笥:週月 曜日 午前8時30分~9時

場所 健康センター

持参品 印鑑、 登録をしている犬は鑑札、 狂犬病予防注

射 1斉票

会 不幸な犬をつくらない為にも、繁殖を希望しない場

合は、不妊 ・ 去勢手術に努めましょう 。

lE師臨書

日 時 対象児と注意事項

3 ヶ 月 ~ 7歳6 ヶ 月の乳幼児。

3 月 l 日 (創 * 百日ぜきにかかっ たこと

三種混合 のある方は 2 種混合(破
午後2時 ~3時 傷j乱、ジフテリア)を受付

で申し出て下さい。

場所 健康セ ンター 2 階

持参品 母子健康手帳、予防接種手帳、体jRL計

日 当番医 住所 電話

3 日 ( 日 111~ 日 ) 西野内科クリニ ック 重信町 牛測 964-2200 

10 日 ( EI I曜日 ) 藤本内科クリニ γ ク 重信 IIIT横河原 960-5500 

17 日 ( 日 昭 日 ) 石川小児科 重信田T核河原 955-0333 

21 日 (春分の 日 ) 藤石病院 重信IlD 志津川 964-1234 

24 日 ( 日 11務 日 ) 辻井循環器科内科小児科 重信 11月 間窪 964-0013 

3 1 日 ( EI 日程日 ) 中川病院 松山rIï商梅本 111] 976-7811 

ぬ

健康百科

『運動器の加齢性変化について』

人は誰しも年を取る。 年行かぱ脚、腰、肩が痛むの

は致し方ない。 これは人の宿命なり。 これを少し学問

的に捉えると運動器(骨、 関節、靭帯や躍、腿鞘や滑液

包、筋肉など)の退行変性によってもたらされる障害

である。 端的に言えば運動器の老化現象である。 高

齢化社会の到来とともに、整形外科の取り扱う疾患

の大きな部分をこの老化現象が占めるに至った。 臨

床症状は、客痛であったり、 蛮形であったり、あるいは

動きが悪くなったり、力が出なかったりする。 その程度

は、 これぐらいの痛みは年の功だからとすまし顔でい

られるものから、 夜間痛に睡眠を障害され、何か悪い

病の前兆かもしれないと不安の念にさいなまれるも

のまである。 そして、運動器が全般に一様に老化する

のではなく、骨が主だったり、関節にきたり、靭待や躍

の付着部そして筋肉が障害されたりする。 骨に関し

ていうなれば、 骨が弱くなったり、脆くなったり、 消失し

たり 、 逆に硬くなったり、骨新生がみられたりする。 そ

の本態は、 骨が吸収され骨が弱くなる骨粗しよう症で

あったり、関節の軟骨や骨が磨耗消失する変形性関

節症による骨硬化現象であることもある。また、余分

の骨が形成される靭帯骨化症や石炭沈着を引き起こ

す筋艇の付着部障害もある。 このように同一個人で

あっても部位によって異なった老化現象が見られたり、

入リ支じったりする。 即ち、個人差や性差があって、個々

の中で程度の差が生じ、さらに色々な臨床像が交錯

する。 老化、変性の磨耗破壊が生じ、その上に生体の

修復像が加わり、 さらに環境因子がもたらす変化が微

妙に絡む裡雑な姿に出来上がる。

日常もっとも頻繁に診療する機会のある加齢性蛮

化は、 ただ単に老化現象と捉えれば退屈で代わり映

えのない疾患と映るかもしれないが、そこに起こって

いる蛮化は中々複雑怪奇で興味津々である。

整形外科医師白岡格

広報かわうち



健康センターから町の動き
( 2 月 l 日 現在)

II側諸[噛
O子育て教室

日時 3月 13 日 (水) 午前9時30分~ 11時30分

場所 健康セ ンタ ー 2階

対象児 平成11年 10月 . 11 月・ 12月 生ま れの幼児とその

保護者 (2歳3 ヶ 月 ~ 5 ヶ 月児)

前r r，t~í rそ れでいいよ、だいじよう ぶ~子育て

応援 します~ J

集団遊び

手作り おやつ試食会

保護者育児座談会、個別育児相談

母子健康手帳、 アンケー ト (事前に送付しま

す。 )

(+ 1 人 )

(+ 4 人 )

(- 3 人)

(+ 3戸 )

戸籍の窓
(l月受付分・敬称111告 )

11 ， 332 人

5 ， 362 人

5 ， 970 人

3 ， 962戸

口

数

男
女
帯

人

世

会お誕生おめでとうございます
ロAτ、

谷内
生年月日

1.1 

1.10 

1.14 

1.16 

1.29 

間
一一日
一

川

明
日
一
一計

浩
一
主
武
一
夫

一之

和
一
隆
一
国
一
輝

保護者

渡部

"1" )11 

i度音11

波音11

吾野

住所

~:I:内上

土谷

森

則之内

森 f土宍ロ
寸 P 口口

0乳幼児相談

日時 毎週水曜日 午前9時~ 12時

場所 1~康センター 11措

内容 身体計測、 育児相談

持参品 母子健康手11長

女ごめい福をお祈りいたします

住所 氏名 年齢 死亡月日 世帯主

茶堂 笠原由紀子 47 12.30 笠原図利

井内下 東アヤ子 89 1.5 東 勉

E之上 古川民知子 47 1.15 古川 公二

天事11住宅 寺田政一 75 1.26 寺f日政一

西之官!I) 花山 霊12 85 1.27 花山 重量

lJ匝調i;問
0健康相談・栄養相談

血圧測定、尿検査を行っ てい ます。 健康に関する こ と

はお気軽にご相談くだ さ い。

時 毎週水曜日 午前9時 ~ 12時

所 健康セン タ - 1階運動指導室

交通事故の発生状況

生
一者
一
者

発
一死

一傷
日
場

(ji: 山南聖子祭器管内)

心で走ろ う 伊予の道
若葉のこ ろから 紅葉まで

0こころの健康相談

不安定な精神状態や 、 お年寄りの痴呆等の相談を お受

けしてい ま す。

日時 3月 8 日 (金)午後l時30分~3時30分

場所 健康セン タ 一及び家庭訪問

(注)予約制ですので、 事前に保健婦までご連絡下さ い。
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表紙の写真
2 月 4 日、少年式の記念 として久万スキ

ー ラ ン ドで行われたスキー実習です。 生徒

たち は、人生のひとつの節目 と なる一 日の

思い出を 白いゲレンデに描いてい ました。

- ゆずり 愛

・ 安全運転

ぬ
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滑川のぶらり旅
先月号にヲ | き続き、冬のi骨)1 1 を散策しまし

た。 雪の残る寒い一日でしたが、その雪によ

っ て、なお一層、滑 川の自然と歴史は、奥深

いものに感じられました。 4
司
郷
の
白
山
神
社

4司

下
仲
屋
の
総
河
内
神
社
の
ヒ
ノキ
の
巨
木

4司
海
上
の
河
野
神
社

』
F
弥
助
成
の
薬
師
堂
神
社
に
残
る
芝
居
小
屋

h
F
弥
助
成
の
光
明
寺


